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映像翻訳講座 2024 年度基礎科︓2024 年 4 ⽉ 9 ⽇（⽕）開講 

映像翻訳講座 2024 年度演習科︓2024 年 10 ⽉ 1 ⽇（⽕）開講 

 

映像翻訳講座の沿⾰と概要 

 
映画美学校はアテネ・フランセ文化センターとユーロスペースの共同プロジェクトとして１９９

７年にスタートし、２０００年に特定非営利活動法人（NPO）となりました。映像翻訳講座は１９

９９年にスタートし、映画美学校の中でも２番目に長いコースとなり、これまで多くの字幕翻訳

者を輩出してまいりました。 

 

映像翻訳とは、まず映像作品を深く理解して、映画に寄り添い、その本質にもっともふさわし

い字幕を模索していく作業です。映画美学校・映像翻訳講座では、映画一作品を丸ごと翻

訳する、という形を出来るだけ取るようにしています。一作品全体を理解することが、「映画を

翻訳する・字幕をつける」ということであるという信念の下、映画の作品性を理解し、作品に

寄り添っていく姿勢を学ぶことも目標の１つにしております。 

 

基礎科と演習科のそれぞれ半年ごと、１年間にわたる実践的なカリキュラムによってプロ翻

訳者に求められる技術の習得を目指します。 

 

 

受講者の都合に合わせ、対面・オンラインどちらかをお選びいただけます。 

詳細は基礎科募集要項をご参照ください。 
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 基礎科（半年間） 初⼼者を対象にした基本ルールから字幕翻訳の実践まで 

 
第一線で活躍している翻訳家によって映像翻訳の基礎知識を解説することから始め、映像

と翻訳、映像と字幕の関係を解き明かしていきます。字幕のおもしろさに目覚めてください。

字幕がどのような過程を経てできるものなのか学んだ後、制作プロセスに即して翻訳作業を

実際に行っていきます。 

後半の「翻訳演習／字幕シミュレーション講評」では、受講生ひとりひとりが翻訳した字幕原

稿をスクリーンにのせて講義を進めます。毎回、課題として提出された翻訳原稿には、講師

による添削のフィードバックがあります。資料の調べ方から表現の方法まで、翻訳作業を繰り

返しながら、映像翻訳者に求められる基本的な能力を身につけることができます。 

 

 演習科（半年間） 映像翻訳者としての更なる技術の深化 
 
基礎科を修了された方、映像翻訳の基礎技術を習得した方々を対象に開講します。ドキュ

メンタリーとフィクションの２つの素材を使い、さらなる翻訳スキルの向上を目指します。基礎

科から引き続きシミュレーション講義を行います。作品にふさわしい字幕とはどういうものか、

講師の体験談も交えながら、映画の世界観、流れ、また作中の人物像を表す字幕の表現を、

一緒に考えながら追求していきます。 

 

 字幕ソフト講習  
 
希望者を対象に字幕ソフト講習を行います。これはプロの翻訳家デビューに必要なスキル

である字幕ソフトの基本的な使い方、及びスポッティングの正しい取り方を学ぶ講座です。

本校では別講習として設けています。講義は全３回、その後メールによる添削期間を設けて

おります。※詳細はお問い合わせください（次回講習日程は２０２４年春に予定しておりま

す）。 
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 トライアル  

 
演習科を修了後、トライアル試験を実施。１年のコースを通じて培った翻訳技術の習熟度を

測るための試験です。年に１度の実施となります。合格者は希望すれば【翻訳仕事場プロジ

ェクト】に登録することができ、翻訳者としてデビューするための多面的なサポートを講師陣

から受けることができます。 

 

 翻訳仕事場プロジェクト  
 
トライアル合格者に実際の映像翻訳業務を発注。息の長いスパンで、翻訳デビューまでを

サポートします。予告編、ＤＶＤ、オン・エア作品、映画祭出品作品から劇場公開作品まで、

実力次第で様々な映像素材に挑戦できます。 

〈実績例〉 

東京国際映画祭、爆音映画祭、山形国際ドキュメンタリー映画祭、東京フィルメックス、大阪

アジアン映画祭、マイ・フレンチ・フィルム・フェスティバル、ポーランド映画祭、シネマヴェー

ラ渋谷「映画史上の名作」など 

 
 

〈修了⽣の近年の主な活躍〉 
【劇場公開作品】 

『ＥＯ イーオー』、『エッフェル塔 ～創造者の愛～』、『オオカミの家』、『恐るべき子供たち 4Kレスト

ア版』、『男と女 人生最良の日々』、『オルフェ』、『カオス･ウォーキング』、『きのう生まれたわけじゃ

ない』（英語字幕）、『ギャング･オブ･アメリカ』、『CLOSE／クロース』、『幻滅』、『５月の花嫁学校』、

『古の王子と３つの花』、『ジェーンとシャルロット』、『ジュゼップ 戦場の画家』、『＜主婦＞の学校』、

『スザンヌ、16 歳』、「スノードロップ」（英語字幕）、『スプリー』、『ソウルに帰る』、『その手に触れるま

で』、『それでも私は生きていく』、『ダーク・ウォーターズ 巨大企業が恐れた男』、『ダム・マネー ウォ

ール街を狙え！』、『ティル・デス』、『ドーナツキング』、『東洋の魔女』、『トリとロキタ』、『どん底』、『苦

い涙』、『白日青春 -生きてこそ-』、『ハッピー･オールド･イヤー』、『母との約束 250 通の手紙』、『Ｐ

ＭＣ：ザ・バンカー』『ピンク・クラウド』、『ブータン 山の教室』、『プリズナーズ･オブ･ゴーストランド』、
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『ボブという名の猫２ 幸せのギフト』、『ミス･マルクス』、『女神の継承』、『燃ゆる女の肖像』、『やすら

ぎの森』、『リトル・ガール』、『リル･バック ストリートから世界へ』、『ローラとふたりの兄』、『わんぱく戦

争』 他多数 

 

【特集上映・DVD・配信・ドラマシリーズなど】 

「愛と激しさをもって」、「アガサとイシュタルの呪い」、「アガサと殺人の真相」、「アガサと深夜の殺人

者」、「アストリッドとラファエル 文書係の事件録」、「兄が教えてくれた歌」、「イン・パーフェクト・ストレ

ンジャー」、「ウィークエンド・ファミリー」、「俺たちは天使じゃない」、「結婚式のメンバー」、「決斗！一

対三」、「サマーキャンプ」、「ジーニアス：アレサ」、「地獄の７人」、「社会から虐げられた女たち」、「ズ

ートピア＋」、「スナイパー 孤高の弾丸」、「脱獄の掟」、「誕生日シンドローム」、「ニラの復讐」、

「BITE ME The Series」、「パリ 18 区 グット・ドール街」、「封印された入り江」、「ブッシュマン あるナ

イジェリア人青年の冒険」、「フランメルズの大冒険」、「ボディガード」、「ボブ・ロス 楽しいアクシデン

ト、裏切りと欲」、「街は自衛する」、「マンデイビュル ２人の男と巨大なハエ」、「モンスターズ・ワーク」、

「らせん階段」 他多数 

 

【映画祭上映】 

東京国際映画祭、東京フィルメックス、フランス映画祭、大阪アジアン映画祭、SKIP シティ国際 D シ

ネマ映画祭、未体験ゾーンの映画たち、イスラーム映画祭、マイ･フレンチ・フィルム・フェスティバル、

香港映画祭Making Waves、EUフィルムデーズ、オーストラリア先住民映画祭、恵比寿映像祭 他多

数
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各講師プロフィール 

 
 
松岡葉子 MATSUOKA Yoko ／主任講師 
字幕翻訳家。映画翻訳家協会会員。フランス語、英語を中心に劇場公開作品、映画祭など幅広く字

幕翻訳を手がける。近年の主な作品に『ナチス第三の男』（セドリック・ヒメネス監督／19）、『マルリナ

の明日』（モーリー・スリヤ監督／第 18 回東京 FILMeX コンペティション最優秀作品賞受賞／19）、

『ダ・ヴィンチは誰に微笑む』（アントワーヌ・ヴィトキーヌ監督／21）、『映画はアリスから始まった』（パ

メラ・B・グリーン監督／22）、『猫たちのアパートメント』（チョン・ジェウン監督／22）、『マルセル・マル

ソー 沈黙のアーチスト』（マウリツィウス・シュテルクレ・ドルクス監督／22）、『独裁者たちのとき』（アレ

クサンドル・ソクーロフ監督／22）、『ふたりのマエストロ』（ブリュノ・シッシュ監督／22）など。 

 
 
間渕康子 MABUCHI Yasuko ／演習科講師 
字幕翻訳家。岡枝慎二･太田直子両講師による翻訳講座を受講後、映画祭、CS 放送、DVD、ビデ

オで字幕翻訳を手がける。映画祭や特集上映でアジア映画に多く携わり、主な担当作品に『ブリスフ

リー・ユアーズ』『トロピカル・マラディ』『光りの墓』（アピチャッポン・ウィーラセタクン監督）、『十年 

Ten Years Thailand』（アピチャッポン・ウィーラセタクン監督他／17）、『鏡は嘘をつかない』（カミラ・ア

ンディニ監督／16）、「Hello Stranger」（ペーターセン・バーガス監督／20）、「クラブ・サパン・ファイン」

（22）などがある。 

 

 

惣川雅子 SOKAWA Masako ／基礎科、演習科講師 

字幕制作ディレクター。東京現像所で字幕制作ディレクターとして数多くの劇場映画の字幕制作に

たずさわる。短期講座で開催している字幕ソフト講習も担当。現在はフリー。 
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 2024 年度 基礎科カリキュラム 

２０２４年４月９日〜２０２４年８月２７日 

半年間／１８回／毎週火曜日 １９:００〜２１:１０ 

担当：松岡葉子、惣川雅子 

 
1 ４月 9日 火 ガイダンス 

2 ４月 16日 火 字幕の基礎ルール① 

3 ４月 23日 火 字幕の基礎ルール② 

4 ５月 7日 火 字幕の基礎ルール③ 

5 ５月 14日 火 映像翻訳の基礎技術 

6 ５月 21日 火 翻訳演習/字幕シミュレーション講評① 

7 ５月 28日 火 字幕シミュレーション講評② 

8 6 月 4日 火 字幕シミュレーション講評③ 

9 ６月 11日 火 字幕シミュレーション講評④ 

10 ６月 25日 火 字幕シミュレーション講評⑤ 

11 7 月 2日 火 字幕シミュレーション講評⑥ 

12 ７月 9日 火 字幕シミュレーション講評⑦ 

13 ７月 16日 火 字幕シミュレーション講評⑧ 

14 ７月 23日 火 字幕シミュレーション講評⑨ 

15 7 月 30 日 火 字幕シミュレーション講評⑩ 

16 ８月 6日 火 字幕シミュレーション講評⑪ 

17 ８月 20日 火 字幕シミュレーション講評⑫ 

18 ８月 27日 火 総評 

 

※４月３０日（火）、６月１８日（火）、８月１３日（火）は休講 
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 2024 年度 演習科カリキュラム 

２０２４年１０月１日〜２０２５年３月２５日 

半年間／２３回／毎週火曜日 １９:００〜２１:１０ 

担当：間渕康子（字幕シミュレーション講評〔ドキュメンタリー〕）、 

松岡葉子（字幕シミュレーション講評〔劇映画〕）、惣川雅子 

 
1 10 月 1日 火 ガイダンス 

2 10 月 15 日 火 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）① 

3 10 月 22 日 火 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）② 

4 10 月 29 日 火 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）③ 

5 11 月 5日 火 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）④ 

6 11 月 12 日 火 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）⑤ 

7 11 月 19 日 火 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）⑥ 

8 11 月 26 日 火 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）⑦ 

9 12 月 3日 火 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）⑧ 

10 12 月 10 日 火 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）⑨+総評 

11 12 月 17 日 火 ガイダンス 

12 12 月 24 日 火 字幕シミュレーション講評（劇映画）① 

13 １月 7日 火 字幕シミュレーション講評（劇映画）② 

14 １月 14日 火 字幕シミュレーション講評（劇映画）③ 

15 １月 21日 火 字幕シミュレーション講評（劇映画）④ 

16 １月 28日 火 字幕シミュレーション講評（劇映画）⑤ 

17 ２月 4日 火 字幕シミュレーション講評（劇映画）⑥ 

18 ２月 18日 火 字幕シミュレーション講評（劇映画）⑦ 

19 ２月 25日 火 字幕シミュレーション講評（劇映画）⑧ 

20 3 月 4日 火

曜 

字幕シミュレーション講評（劇映画）⑨ 

21 ３月 11日 火

曜 

字幕シミュレーション講評（劇映画）⑩ 

22 ３月 18日 火

曜 

字幕シミュレーション講評（劇映画）⑪ 

23 ３月 25日 火 総評 

※１０月８日（火）、１２月３１日（火）、２月１１日（火・祝）は休講 
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映像翻訳講座 ２０２４年度基礎科募集要項 
 

●受講資格：１８才以上であれば学歴、経験の有無は問いません 

●定員：２０名（最低開講人数：１３名） 

●受講期間：２０２４年４月９日（火）〜２０２３年８月２７日（火） 

●講義場所：映画美学校（東京都渋谷区円山町１-５ KINOHAUS B１F）、もしくはオンライン 

●講義回数・日程：１８回／１９：００〜２１：１０ 

※講師の都合により講義日程や講師に変更の可能性があります。 

●受講料：１４５,０００円＋実習講習費１０,０００円＝計１５５,０００円（税込） 

※一括納入が原則ですが、ご希望の方には以下の分割払いでのお支払いもご案内をいたします。 

お問い合せ下さい。 

●入学登録料：１０,０００円 ※映画美学校通年講座を初めて受講される方のみ 

 

受講料の分割払いでのお支払いの場合 

総額 155,000円（映画美学校を初めて受講される方は 165,000円） 

77,500円を前払い（映画美学校を初めて受講される方は 87,500円）、残額 77,500円が分割払い。 

お支払回数 金利 合計金額 前払金 残額 分割払利息 分割支払金合計 毎月のお支払金額 

5 4.20% 155,000 77,500 77,500 3,255 80,775 16,151 

（単位：円／税込） 

●受付期間：２０２４年３月２８日（木）２０：００まで（ただし定員になり次第、締切） 

●申込方法： オンラインによる申込 

映画美学校ホームページ、もしくは右記よりお申し込みください。 

 

 

 

●受講手続：申込書を映画美学校で受理後、メールにてご入金手続きの案内をさせていただきます。

案内に従って、指定の期日までにお振込下さい。ご入金が確認された時点で申し込み受付完了とな

ります。※一旦納入された受講料は原則として返金できません。 

 

お申し込みはこちら 
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映像翻訳講座 ２０２４年度演習科募集要項 

 

●受講資格：映画美学校映像翻訳講座基礎科修了生及び同等のスキルを持つ方 

●定員:２０名(最低開講人数:９名) 

●受講期間:２０２４年１０月１日(火)〜２０２５年３月２５日(火) 

●講義回数・日程：２３回/１９：００〜２１：１０ 

※都合により講義日程や講師に変更の可能性があります。 

●受講料:１８５,０００円+実習講習費１０,０００円=計１９５,０００円(税込)  

※一括納入が原則ですが、希望者には以下の分割払いのお支払いも可能です。 

詳細はお問い合せ下さい。 

●入学登録料:１０,０００円 ※映画美学校通年講座を初めて受講される方のみ 

 

受講料の分割払いでのお支払いの場合 

総額 195,000円(受講料 185,000 円+実習講習費 10,000円) 

■97,500円を前払い、残額 97,500 円が分割払い 

※映画美学校の通年コースを初めて申し込まれる方は、登録料 10,000円も前払いしてください。 

お支払回数 金利 合計金額 前払金 残額 分割払利息 分割支払金合計 毎月のお支払金額 

5 4.20% 195,000 97,500 97,500 4,095 101,595 20,319 

 

■全額 195,000 円を分割払い 

※映画美学校通年講座を初めて申し込まれる方はご利用いただけません 

お支払回数 金利 合計金額 前払金 残額 分割払利息 分割支払金合計 毎月のお支払金額 

5 4.20% 195,000 0 195,000 8,190 203,190 40,638 

8 7.00% 195,000 0 195,000 13,656 208,656 26,082 

 (単位:円/税込) 

 

●受付期間： 

【２０２４年度基礎科受講生及び修了生】 

２０２４年９月２０日（金）２０：００まで（ただし定員になり次第、締切） 

【外部からのお申込】 

２０２４年９月１０日（火）２０：００まで（ただし定員になり次第、締切） 
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●申込方法：オンラインによる申込 

映画美学校ホームページ、もしくは右記よりお申し込みください。 

 

 

【外部からのお申込の方に関して】 

最低限必要な翻訳スキルを判定するための試験を受験頂きます（受験料：３,３００円（税込））。お申

し込みの際に外部受講の旨を事務局までお伝え下さい。別途試験キットを送付、ご提出後速やかに

合否判定と、合格者にはメールにてご入金手続きのご案内をさせて頂きます。案内に従って、受講

料をお支払いください。ご入金が確認された時点で申し込み受付完了となります。 

※外部からご受講をご検討の方は試験を行うため、申込締切が異なります。 

 

 

●受講手続： 

【基礎科修了生】 

申込書を映画美学校で受理後、メールにてご入金手続きの案内をさせていただきます。案内に従っ

て、指定の期日までにお振込下さい。ご入金が確認された時点で申し込み受付完了となります。 

【外部からのお申込】 

書類審査及び試験を行い、合格の方にはメールにてご入金手続きの案内をさせていただきます。案

内に従って、指定の期日までにお振込下さい。ご入金が確認された時点で申し込み受付完了となり

ます。 

 

※一旦納入された受講料は原則として返金できません。 

 

 

 

 

●お申し込み・お問い合わせ 

映画美学校 

〒150-0044 東京都渋谷区円山町 1-5 KINOHAUS地下 1階 

電話番号：03-5459-1850 FAX番号：03-3464-5507 

受付時間（月〜土） 12:00-20:00 

お申し込みはこちら 



 11 

映画美学校約款 
 

▎受講上のご注意 

◎講義の写真撮影、録画、録音はご遠慮ください。 

◎持病のある方、あるいは体調不良になられた方は事務局にご相談下さい。 

◎講義の際に使われる各種の機材・備品などの取り扱いは十分に注意して下さい。機材や備品を大切にすることは映画

づくりの基本です。 

◎館内での私物の管理は、各自で責任を持って行って下さい。賠償の責は負いかねます。また、受講生本人の不注意に

よる事故や物的損害に対しても同様です。 

◎当校は現役の映画人に講師をお願いしておりますので、講師のご都合またはやむを得ぬ事由により、講師やカリキュラ

ムを変更することがあります。また、交通機関の混乱や、天災地変などやむを得ない事情で、カリキュラムを変更する事があ

ります。 

◎各コースのカリキュラムは、講師陣により日々検討を重ねております。そのため、要項に記載のカリキュラムが若干変更・

修正される可能性もございます。変更・修正の際は理由を説明いたします。 

◎急なカリキュラムの変更等、当校より緊急連絡をさせていただくことがございます。ご登録の氏名・住所・連絡先等に変更

があった場合は、すみやかに事務局にお知らせ下さい。 

◎受講希望者が一定の人数に達しないクラスは、開講を見合わせる場合もあります。 

 

▎受講取消の扱い 

◎いったん納入した受講料は、原則としてご返金できません。各講座の予算は講師陣と事務局が協議して慎重に確定い

たしますので、その後のキャンセルはカリキュラムの実現に重大な支障を来します。ただ、病気や転勤など、当校がやむを

得ないと認めた場合は、開講日以前であれば下記の計算方法でご返金いたします。その場合、医師による診断書や勤務

先の辞令（コピー可）など、受講不可能となった事由を証明する書類をご提出下さい。 

 

▎受講開始日より起算した返金額 

30 日前まで：全額の 90％ 

29日前～14日前まで：全額の 75％ 

13日前～7日前まで：全額の 50％ 

6 日前～1日前：全額の 25％ 

なお、講義開始後のお申し出は、お受けできません。 

 

▎安全面について 

◎映画の撮影時には、スタッフ、キャストともに目の前のことに集中するので、事故が起こりやすいものです。事務局から配

布される注意事項をよく読んで厳守し、撮影にかかわる人たち全員が安全面に配慮することで、絶対に事故を防ぐようにし

て下さい。将来、講座修了後も、映画を制作し続ける限り、一番大切なことです。なお、注意事項に書かれていないことは、

遠慮なく事務局にご相談下さい。 

◎非常口、避難通路などは事前にご確認下さい。災害が発生した場合は、必ず係員の指示に従って行動して下さい。 

 

▎著作権について 

◎本校のカリキュラムの一環として制作された画像、動画、サウンド等の著作権は基本的に映画美学校に帰属します。従っ

て、それらの全部又は一部および、授業風景等を録画・録音したものの全部又は一部を、本校の広報・業績・紹介目的の

ため、任意かつ無償で利用することがあります。その際、著作者の氏名の表示を省略することもあります。諸般の事情により

支障のある方は、開講してなるべく早い時期に事務局にご相談下さい。なお、利用にあたっては、第三者の著作権、商標、

名誉、信用、肖像権その他の権利を侵害しないように細心の注意を払います。 

 

 

 


